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イベント概要 

 

[企業名]  コムチュア株式会社 

 

[企業 ID]  3844 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明会 

 

[決算期]  2026 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2025 年 8 月 21 日 

 

[ページ数]  25 

  

[時間]   11:00 - 11:33 

（合計：33 分、登壇：20 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役 社長執行役員   澤田 千尋（以下、澤田） 

常務執行役員（コーポレートコミュニケーション担当） 

      亀井 貴裕（以下、亀井）  
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登壇 

 

亀井：それでは、お時間になりましたので始めさせていただきます。本日はお忙しい中ご参加いた

だきまして、ありがとうございます。先日 8 月 8 日に発表いたしました、2026 年 3 月期第 1 四半

期の決算説明会を開催いたします。澤田社長、よろしくお願いいたします。 

澤田：コムチュア株式会社、代表取締役 社長執行役員の澤田でございます。よろしくお願いしま

す。それでは、2026 年 3 月期第 1 四半期決算についてご説明申し上げます。 

 

まずは、決算概要についてです。2026 年 3 月期第 1 四半期における当社グループの業績は、15 期

連続の増収となり、売上高、四半期純利益は過去最高を更新いたしました。 

売上高は 89 億 5,700 万円、前期比で 2.3%増となり、営業利益は 8 億 6,700 万円、前期比で 9.0%

増となりました。四半期純利益は 5 億 7,100 万円、前期比で 13.7%増となりました。企業の本業で

の収益力を示す EBITDA は 9 億 9,700 万円で、前期比で 8.3%増となりました。 
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次に、決算のポイントについてご説明いたします。 

売上高は 2.3%の増収でした。この要因についてご説明いたします。プラスの要因の一つ目は、デ

ータマネジメントビジネス、AI 基盤構築ビジネスが伸長したことによるものです。二つ目は

Microsoft ビジネスの伸長や、Salesforce/ServiceNow ビジネスが回復したことによるものです。

マイナスの要因の一つ目は、大型のクラウドコンサルティング案件の完了によるものです。二つ目

は、PM 人材を中心としたリソース不足によるものです。 

営業利益は 9.0%の増益でした。この要因についてご説明いたします。プラスの要因の一つ目は、

デジタルソリューション事業を中心に戦略的な配属を行った結果、若手社員の高付加価値化が進ん

だことによるものです。二つ目は間接部門の業務効率化による、外部委託費の縮小によるもので

す。三つ目は、前期に発生したオフィス改修費用の剥落によるものです。マイナスの要因は、事業

部門における社員数の増加と、昇給に伴う労務費の増加によるものです。 
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具体的な金額の内訳は、スライドのとおりです。 

前期に引き続き、昇給や人員の増加に伴う労務費の増加が、コストの増加要因の多くを占めており

ます。一方で、若手社員の高付加価値化が進んだことなどによる生産性の向上が、コストの増加分

をカバーしました。その結果、営業利益は前期比で 7,100 万円の増益となりました。 
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次に、事業区分別の業績はご覧のスライドのとおりです。 

 

クラウドソリューション事業の売上高は 20 億 4,900 万円で、前期比 6.0%減。売上総利益が 4 億

6,500 万円で、前期比 0.5%増となりました。 

大型のクラウドコンサルティング案件の完了や、Salesforce 領域における PM 人材を中心とした

リソース不足が発生した一方、Microsoft 事業の伸長に加え、Salesforce や ServiceNow 事業が回

復し、減収増益となりました。 
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デジタルソリューション事業の売上高は 13 億 8,400 万円で、前期比 21.6%増。売上総利益が 2 億

8,000 万円で、前期比 15.2%増となりました。 

データ分析やデータマネジメント領域でのプライムの大型案件の受注や、AWS を用いた生成 AI 関

連のクラウドインフラ構築案件の増加、戦略的な配属をした若手社員の高付加価値化により、増収

増益となりました。 
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ビジネスソリューション事業の売上高は 33 億 7,200 万円で、前期比 2.1%増。売上総利益が 6 億

9,300 万円で、前期比 2.3%増となりました。 

官公庁向けの SAP 案件の第 1 フェーズが完了した一方、金融業向けの業務自動化の需要増加や、

クラウド移行案件の受注に加え、SAP 関連の周辺開発案件の需要増加により、増収増益となりま

した。 

 

プラットフォーム・運用サービス事業の売上高は 15 億 4,600 万円で、前期比 1.2%減。売上総利益

が 2 億 2,400 万円で、前期比 26.8%減となりました。 

システム運用業務のアウトソーシングや、セキュリティサポートなどの需要が増加した一方、遠隔

監視サービスビジネスの体制の見直しや、官公庁向けのネットワーク構築案件の第 1 フェーズ完了

により、減収減益となりました。 
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デジタルラーニング事業の売上高は 6 億 400 万円で、前期比 6.8%増。売上総利益が 1 億 9,800 万

円で、前期比 5.1%増となりました。 

Microsoft が提供する生成 AI 関連の研修の需要増加や、新入社員研修における受講者数の増加、提

供コースの拡大により、増収増益となりました。 
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続いて、当社の人的資本投資についてご説明いたします。 

当社では持続的な成長を実現するため、積極的な人的資本投資を継続して実施しています。これは

足元の業績においてはコストの増加とはなりますが、当社では KPI と連動した戦略的な投資とし

て位置づけております。 

 

今期取り組む重点施策は、ご覧のスライドのとおりです。2026 年 3 月期も、人的資本投資を中心

に施策を進めてまいります。 
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個別の進捗状況についてご説明いたします。 

採用を中心とした人材確保は、新卒採用、キャリア採用、協力会社の活用の三つを柱として取り組

んでいます。新卒採用は 200 名の採用計画に向け、優秀な人材の採用を順調に進めています。 

キャリア採用は社員紹介によるリファラル採用や、協力会社との連携強化に取り組み、こちらも計

画に対し順調に進捗しています。 

社員で不足する分は協力会社との連携を強化します。委託数は前年同期比で 1.9%の増加にとどま

りましたが、コアパートナーを中心に、改めて連携強化に努めてまいります。 
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育成面においては、今期はプロジェクトマネージャ（PM）人材の育成に注力してまいります。3

年後の PM 人材 600 名確保の計画に向け、PM 全体の人数の増加と中級、上級ランクの育成に努め

ます。 

具体的には、e ラーニングを含めた研修プログラムの拡充に加え、中級以上の PM を対象とした

PMP 資格の取得必須化により、柔軟かつ効率的な教育環境の整備と、個人の経験によらない体系

的な知識の習得を支援しています。PM 力を向上させることで、品質力の強化、さらにはベンダー

やお客様からのさらなる信頼獲得につながると考え、グループ一丸となって取り組んでいます。 
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社員の待遇改善にも、継続的に取り組んでいます。 

当社は他社に先駆けて、4 年前から積極的な昇給を実施してまいりました。退職率は前期比で 0.9

ポイント増とやや上昇しておりますが、前期に実施した人事制度の改定や、従業員エンゲージメン

トの向上施策の効果を継続的に検証、評価しながら、今期も社員の待遇改善の投資を継続し、優秀

な人材の定着と活躍を支える環境づくりに取り組んでまいります。 
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次に、今期 2026 年 3 月期の業績予想についてご説明いたします。業績予想についてはご覧のとお

り、前回公表値から変更はありません。 

 

続いて、通期の計画に向けた事業ごとのビジネス拡大テーマについてご説明いたします。当社を取

り巻く市場環境はデジタル、AI、クラウドといった分野を中心に、企業の投資は活況であり、当社

もその流れを捉え、五つの事業において成長を続けてまいります。 

クラウドソリューション事業は、旺盛なデジタル需要を背景に日本マイクロソフト社との連携で、

ローコード開発案件が拡大しています。さらに AI インテグレーションや、Salesforce におけるデ

ータ統合、エージェント AI などの新しい領域の開拓に加え、伊藤忠商事グループとの連携で、案

件基盤を強化していきます。 

デジタルソリューション事業は、データ活用ニーズの高まりを追い風に、SAS 社や Databricks 社

との協業で、プライム案件を増やしていきます。AWS を活用したモダナイゼーションや、AI プラ

ットフォーム構築も推進し、マルチクラウド対応力を武器に成長を加速しています。 

ビジネスソリューション事業は SAP 関連の周辺開発や、中堅企業向け導入を拡大し、官公庁案件

の第 2 フェーズも開始する見込みです。さらに ERP 移行ビジネスや、金融機関向けのデジタル化

の提案を強化するなど、クロスセルを進めています。 
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プラットフォーム・運用サービス事業は、伊藤忠商事グループや大手コンサルとの連携で、インフ

ラ案件を拡大させています。官公庁案件の第 2 フェーズの開始に加え、運用業務の可視化、自動化

支援を通じて、高付加価値サービスを提供し、安定した収益基盤を強化しています。 

デジタルラーニング事業では、AI 人材育成需要などを背景に、日本マイクロソフト社の AI 研修コ

ースを拡充し、開催数を増加させています。さらに再販ビジネスの立上げやユーザ企業向けコース

拡大により、研修市場でのポジションを高めています。 

このように既存事業の成長に加え、成長領域において新しいテーマに積極的に取り組んでいます。

今後も他社に先駆けて、デジタル技術の変化に適応し、お客様のニーズに対して最適なソリューシ

ョンを提供することで、持続的な成長を実現し、通期の計画を達成してまいります。 

 

以上を踏まえ、事業区分別の業績予想はご覧のスライドのとおりとなります。こちらも前回公表値

から変更はありません。 
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次に、トピックスをご紹介いたします。まずは、最近の事業における取組みを二つご紹介いたしま

す。 

一つ目は信用保証協会における、データ入力業務の自動化支援の事例です。 

お客様は手書き決算書の入力に時間と人手がかかり、属人化によるリスクも抱えていました。当社

は AI-OCR、SmartRead と、当社独自のツール、BalanceEye を組み合わせて導入し、決算書の読

み取りから整合性チェックまでを自動化。これにより、業務効率化と標準化を実現いたしました。 

この取組みをきっかけに、他地域の信用保証協会への横展開を進め、地方公共団体や金融機関とい

った、同様の課題を抱える業界への展開も視野に入れています。このようなニーズは全国的に存在

しており、当社のソリューションは業界全体のデジタル化を加速させるポテンシャルを持っていま

す。 
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二つ目は、全銀ネット主催の API ゲートウェイ開発プロジェクト試験への参画の事例です。 

全銀ネットでは、API ゲートウェイという新たな接続方式の開発が進められています。当社はこの

重要な試験に参画し、自社構築の中継システムで接続、動作検証を実施。障害時を含めた安定稼働

を確認し、認定を受けたのは、当社を含め 3 社のみという結果を収めました。 

この実績により、技術力と信頼性が業界で評価され、2025 年 11 月に予定される API ゲートウェ

イ稼働に向け、金融機関からの需要拡大が見込まれます。さらにフィンテック領域での先行ポジシ

ョンを生かし、関連サービスやソリューションの横展開を加速していきます。 
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ベンダー連携の取り組みにおいてはご覧のスライドのとおり、数々の表彰をいただいています。 

当社のサービスの実績や品質に対するこのような評価を維持しながら、今まで以上に営業面、人材

育成面でベンダーとの連携を強めてまいります。 

 

最後に、AI ビジネスの取り組みについてご説明いたします。 
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当社は 6 月末に AI 導入に関するコンサルティングや、AI の活用支援に強みを持つヒューマンイン

タラクティブテクノロジー社を連結子会社化いたしました。これにより、当社グループは AI 導入

に向けたコンサルティング、データ基盤構築やシステム開発、教育、トレーニングまで、AI 活用

をワンストップで支援できる体制を確立いたしました。 

今後はこの強みを生かし、生成 AI の活用や AI 開発などの需要が急増する市場で、金融、製造、公

共など、幅広い業界への横展開を加速していきます。AI は今後の企業競争力を左右する重要領域

であり、当社はこの分野でのリーディングポジションを目指します。 

 

さらに開発業務への生成 AI 活用にも、継続して取り組んでいます。今期は試験的な運用を経て、

実際のプロジェクトの適用を開始。全社展開に向けて、取組みを拡大中です。 

生成 AI の活用は、開発効率の飛躍的な向上や品質改善につながるだけでなく、お客様への提案力

強化や、新サービス創出にも直結します。この取組みをグループ全体で標準化し、幅広い業界への

ソリューション提供に生かすことで、事業成長を加速していきます。 

ご説明は以上となります。今後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。ご清聴、

ありがとうございました。  
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亀井：澤田社長、ありがとうございました。それでは最後に、ご参加の皆様に対して澤田社長から

挨拶をお願いいたします。 

澤田：皆様、本日はご参加いただきまして誠にありがとうございました。 

1Q の業績に関しては、決して満足のいくものではなかったと受け止めております。業績は、当社

のような IT サービス業においては案件とリソースのかけ合わせによって生まれるものと考えてお

ります。 

案件に関しましては、クラウドソリューション事業でのコンサルティング案件、あるいは官公庁案

件など大型の案件が 1Q で切れ目を迎えてしまいましたが、2Q 以降は比較的規模の大きな案件も

含めて、順調に受注できる見通しです。 

リソースに関しましては、新卒・キャリア採用ともに順調に進んでおり、協力会社からの調達も安

定しております。また、退職率も過去の一時期と比べて大きく改善しており、技術者数は全体とし

て着実に増加していると認識しています。 

一方で、キーとなるような PM 不足が依然として課題となっています。現在は、3 年後に 600 名体

制の PM 組織を構築することを目標に、積極的な投資を行いながら育成を進めているところです。 

このように、案件とリソースのかけ合わせによって業績が形成されるという前提のもと、今後はさ

らに業績の回復を図り、企業価値の向上に一層努めてまいります。ぜひとも、今後ともご支援のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

亀井：澤田社長、ありがとうございました。以上で説明会を終了させていただきます。本日はご参

加いただきまして、ありがとうございました。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

澤田：どうもありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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